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１ はじめに 

奈良市消防局（以下「当局」という。）は、奈良県の最北端に位置する中核市で、

人口約３４万人、管内に数多くの国宝や重要文化財を有する国際観光都市である。

令和９年度には全国救急隊員シンポジウムの開催地として予定を控えており、全国

に古都奈良の魅力を発信していくことを目指している。 

当局における令和７年中の救急出場件数は２５，０４７件であり、全国の例に漏

れず年々増加傾向となっている。管内には５署６分署が置かれ、交替制勤務の救急

隊１２隊、日勤救急隊１隊、ドクターカー１隊を配置し救急業務をおこなっている。 

 

２ 当局における指導救命士の現状 

 平成２６年に養成研修がスタートして以来、当局では毎年１名ずつ指導救命士を

養成してきた。執筆時点において、筆者を含め１１名の指導救命士が任命されてお

り、救急活動の検証、特別研修の企画と実施、救急救命士養成研修の入校内定者に

対する訓練などの他、奈良県メディカルコントロール協議会の各部会の委員を担っ

ている。 

当局に限ったことではないが、指導救命士の志望者は決して多くはなく、入校者

の選出には課題を抱えている。その背景には業務負担の増加、選考基準や業務内容

が不明確に感じられていることなどが要因として考えられる。現在、入校者の選出

は希望者または現任の指導救命士からの推薦をもって、本部で最終決定されること

となっている。 

 

 



３ 入校前の思い 

指導救命士とはいかなる存在か？消防における救急に関する教育を医師に頼る

だけでなく、救急救命士がおこなうべき時代。このような抽象的な話は多くの救急

隊員が知っているかもしれないが、根本的な時代背景や経緯を理解できているかと

いう点に疑問を感じていた。なぜなら、入校を控えた筆者もはっきりとは理解して

いなかったからである。 

そこで、おこなったことは２つ。まずは過去の発出文書や各種文献などを読み漁

り、指導救命士が生まれた経緯や根拠について調べ直した。もう１つは当局の職員

に対し、指導救命士に関するアンケートを実施した。アンケートの対象は現場で活

動する機会の多い消防司令以下の職員とし、結果を幅広く抽出するため救急隊員だ

けでなく、全ての業務種別の職員に対しておこなった。ここでの対象者数は 340

人で、回答者数は 121 人（回答率 36％）であった。アンケートの項目は７つの

質問形式とし、その中で指導救命士が生まれた経緯と根拠を知っていますか？との

問いに対しては、66％に相当する職員が知らないとの回答結果であった（図１）。

この結果を見て、根本を知ってもらわないと今後の活動に理解は得られないと考

え、指導救命士が指導救命士のことをもっと伝えていかなければならないと強く感

じた。 

そして、修了後には指導救命士制度についてまとめ、研修所で学んだことを肉付

けして所属職員に伝えようと思いを持って入校日を迎えた。 

 

 （図１）入校前のアンケート結果から抜粋 

 

４ 指導救命士養成研修を経験して 

養成研修では CPCR や POT、カリキュラムの集大成と位置付けられる総合シ

ミュレーションなど、中身の濃い内容に取り組んだ。そこでの印象は、知識や技術

を磨くよりも、指導者として求められるものは何か？ということを考え、その思想

を学ぶ場であったと感じる。研修所では教授や教官、他の研修生達と意見交換し、

自分なりの答えにたどり着けたことが一番の収穫となった。そして、すべての研修

を終え、帰路についたときは「自分ももう一度エンジンをかけなければならない」

そんな心境であった。 
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５ 思いを持って企画した入校報告会 

 帰庁後、所属において発表スライドを使用した入校報告会を開催した。「指導救

命士は必要か！？ -北九州での研修を経て-」とあえてキャッチーなタイトルにし、

入校報告という開催形式ではあったが、単なる研修内容の紹介というより指導救命

士制度に関する歴史や根拠の整理、入校前後の自分の思いを中心に指導救命士の必

要性を訴えかけるような内容とした。業務種別の垣根を越え、多くの職員に伝達し

たいとの思いから、同年度に消防大学校警防科に入校した職員からの報告と併せ、

消防と救急のいわゆるコラボ企画として実施した。さらに、自所属でも同様の報告

をしたことで、約１月半の長期入校に協力いただけたことに多少の恩返しにもなっ

たかと感じている。報告会には約５０名に参加いただき、終了後に実施したアンケ

ートでは３２名から回答を得た。内容は再び指導救命士制度への理解度を問いかけ

る３つの質問とし、入校前と報告会終了後で結果を比較した。２度のアンケートの

対象者は異なるため比較するのに不十分な要素はあるが、報告会後のアンケートに

おいて「とても理解できた、ある程度理解できた」との回答を併せると、いずれも

９０％以上を占めることから一定の効果を示す結果となり、伝えることの大切さを

実感した（図２）。 

 
（写真）入校報告会の様子 

 

（図２）入校報告後のアンケート結果から抜粋 
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６ これから 

養成研修で学んだのは、情報が豊かな現代において、人を指導する上で大切なの

は「気持ちを持つ」ということであった。指導救命士には圧倒的な知識や技術が求

められる。確かにそのとおりではあるが、丁寧に熱意を持って伝えていくという気

持ちが根底になければならない。伝え続けることで、少しでも指導救命士の志望者

が増えるのではないかと密かな期待も寄せる。 

入校して間もなく、ある教授に指導救命士の存在意義について質問した際、印象

的であった「繋いでいく」という言葉。指導救命士は単に教え、疑問に答えるだけ

の存在ではなく、ともに考え、促していく存在であると理解している。それを実践

することが組織の中でパスを通し、後世の職員に繋いでいくことになるのではない

だろうか？ 

消防における救急教育は、指導救命士だけが担うものではない。これからは１人

のスペシャリストの創出よりも、皆で教え合い、成長していく風土を作り上げるこ

とを目指すべきであると考える。すべての職員が教育に携わっているという意識づ

け。そして、指導救命士はそれを牽引していくべき存在である。我々はその意味を

理解し、皆を巻き込みながら組織における教育文化の定着に励んでいかなければな

らない。 

 


